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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月20日(2017.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）有機溶媒に溶解させた脂質を含む脂質溶液であって、前記脂質がホスホリピド及
びステロールの混合物である脂質溶液と、（ｉｉ）アミノグリコシド又はその薬学的に許
容可能な塩を含む水性溶液とを、別々の流れから直列で混合するステップであって、前記
混合するステップが、前記アミノグリコシド又はその薬学的に許容可能な塩のコアセルベ
ート化を誘導し、前記コアセルベートが、前記アミノグリコシド又はその薬学的に許容可
能な塩を豊富に含んだ小型の液滴である、ステップと
　前記コアセルベート周囲に脂質層を形成するステップと、
　前記アミノグリコシド又はその薬学的に許容可能な塩を前記脂質層内部に捕獲するステ
ップであって、前記脂質層内の前記アミノグリコシド又はその薬学的に許容可能な塩の濃
度が、前記脂質層外部の前記アミノグリコシド又はその薬学的に許容可能な塩の濃度より
も高い、ステップと
　水又は塩水を加えるステップであって、生じた脂質とアミノグリコシド又はその薬学的
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に許容可能な塩との混合物を希釈する、ステップと
により製造されたリポソーム性アミノグリコシド調合物であって、
　前記混合ステップにおける前記脂質溶液の流速と前記水性溶液の流速とが異なる、リポ
ソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項２】
　前記脂質が水混和性有機溶媒に溶解される、請求項１に記載のリポソーム性アミノグリ
コシド調合物。
【請求項３】
　前記脂質が、界面活性剤との水性ミセル懸濁液として加えられる、請求項１に記載のリ
ポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項４】
　前記脂質が、前記界面活性剤の臨界ミセル濃度（ＣＭＣ）未満まで前記ミセル懸濁液を
水溶液で希釈することで、沈殿するように誘導される、請求項３に記載のリポソーム性ア
ミノグリコシド調合物。
【請求項５】
　前記脂質が、前記水性溶液のｐＨを変えることによって前記脂質層を形成するように誘
導される、請求項１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項６】
　前記脂質を有機溶媒に溶解させて前記脂質溶液を形成し、前記コアセルベートが、前記
アミノグリコシド又はその薬学的に許容可能な塩の水溶液を前記脂質溶液と混合させた後
に形成される、請求項１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項７】
　前記２つの流れが直列で混合される前にＹ又はＴコネクタに入る、請求項１に記載のリ
ポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項８】
　前記脂質溶液が１－３Ｌ／分の率で添加され、そして前記水性溶液が１．５－４．５Ｌ
／分の率で添加される、請求項１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項９】
　前記脂質溶液が１Ｌ／分の率で添加され、そして水性溶液が１．５Ｌ／分の率で添加さ
れる、請求項１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１０】
　前記脂質溶液が１Ｌ／分の率で添加され、前記水性溶液が１．５Ｌ／分の率で添加され
、そして水又は塩水が１Ｌ／分の率で添加される、請求項１に記載のリポソーム性アミノ
グリコシド調合物。
【請求項１１】
　前記有機溶媒がエタノールである、請求項６に記載のリポソーム性アミノグリコシド調
合物。
【請求項１２】
　前記ホスホリピドがジパルミトイルホスファチジルコリン（ＤＰＰＣ）である、請求項
１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１３】
　前記のＤＰＰＣ：コレステロール比が重量で２：１である、請求項１２に記載のリポソ
ーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１４】
　前記脂質溶液が１０－３０ｍｇ／ｍｌであり、前記薬物の水性溶液が４０－１００ｍｇ
／ｍｌである、請求項６に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１５】
　前記脂質溶液が２０ｍｇ／ｍｌであり、前記薬物の水性溶液が７５ｍｇ／ｍｌである、
請求項１４に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１６】



(3) JP 2017-8114 A5 2017.3.23

　前記アミノグリコシドがアミカシン又はその薬学的に許容可能な塩である、請求項１に
記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１７】
　前記アミノグリコシドがトブラマイシン又はその薬学的に許容可能な塩である、請求項
１に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物。
【請求項１８】
　前記アミノグリコシドがゲンタマイシン、ストレプトマイシン、ネチルミシン又はカナ
マイシン或いはそれらの薬学的に許容可能な塩である、請求項１に記載のリポソーム性ア
ミノグリコシド調合物。
【請求項１９】
　混合が渦流により行なわれる、請求項６に記載のリポソーム性アミノグリコシド調合物
。
【請求項２０】
　前記アミノグリコシドが硫酸アミカシンである、請求項１に記載のリポソーム性アミノ
グリコシド調合物。
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